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一
　
鹿
野
山
二
十
咏

大
正
二
年
の
夏
、
上
總
の
鹿
野
山
に
遊
び
て
、
鹿
野
山
二
十
詠
を
作
る
。
こ
れ
歌
に
非
ず
、
三
十
一
文
字
の
案

内
記
也
。

　
　
一
　
　
八

尾

八
作





八
峯





八
つ
塚
大
杉
の
森
の
中
な
る
大
伽
藍
哉

　
　
二
　
　
上
總
に
て
第
一
と
聞
く
大
寺
の
由
來
は
古
し
聖
徳
太
子

　
　
三
　
　
本
堂
の
後
ろ
の
箱
に
と
ぐ
ろ
卷
く
大
蛇





は
左
甚
五
郎
の
作

　
　
四
　
　
山
頂
の
平
地
ぞ
世
に
は
類
ひ
な
き
西
は
上
町






ひ
が
し
下
町

　
　
五
　
　
山
頂
の
東
の
端



ぞ
珍
ら
し
き
九
十
九
谷
の
日
の
出
月
の
出

　
　
六
　
　
山
頂
の
西
の
端
な
る
鳥
居
崎
十
三
州
は
脚
下






に
し
て

　
　
七
　
　
富
士
筑
波
箱
根
日
光
關
東
の
名
山
す
べ
て
一
目
に
ぞ
見
る

　
　
八
　
　
大
海
の
彼
方
に
見
ゆ
る
烟
突
の
烟
ぞ
花
の
都
な
り
け
る

　
　
九
　
　
欄
干
に
も
た
れ
て
見
る
も
面
白
や
東
京
灣
の
出
船
入
船

　
　
一
〇
　
白
鳥
の
社
に
落
つ
る
涙
か
な
日
本
武
尊








の
昔
お
も
へ
ば

　
　
一
一
　
そ
の
昔
暴
威
ふ
る
ひ
し
阿
久
留
王
首
は
討
た
れ
て
殘
る
胴
坂

　
　
一
二
　
神
野
寺









を
南
に
下
る
十
餘
町
山
腹
ゆ
す
り
落
つ
る
大
瀧
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一
三
　
幾
千
代
の
昔
は
波
も
寄
せ
に
け
む
鹿
野
の
山
の
崖
の
貝
殼

　
　
一
四
　
西
春
日





東
白
鳥
中
藥
師
こ
れ
ぞ
鹿
野
の
山
の
三
つ
峯

　
　
一
五
　
西
佐
貫
東
市

宿







北
草
牛





南
湊
は
山
の
入
口

　
　
一
六
　
臺
ノ
畑
高
く
聳
ゆ
る
招
魂
碑
面
す
る
方
は
皇
城
に
し
て

　
　
一
七
　
清
澄
も
鋸
山
も
富
山






も
總
房
の
山
み
な
見
ゆ
る
な
り

　
　
一
八
　
鬼
ど
も
が
敗
れ
て
泣
き
し
跡
と
聞
く
鹿
野
つ
ゞ
き
の
鬼
涙
山







哉

　
　
一
九
　
盂
蘭
盆
の
夜
ぞ
面
白
き
少
女
子
が
サ
ン
チ
ヨ
コ
節
を
歌
ひ
囃
し
て

　
　
二
〇
　
神
木
に
棲
み
ぬ
る
烏
數
百
羽
打
連
れ
歸
る
入
相
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
神
野
寺

聞
く
、
深
山
の
平
地
は
、
禪
を
修
す
る
に
適
す
と
て
、
弘
法
大
師
は
高
野
山
を
開
け
り
と
か
や
。
天
下
に
山
は

多
け
れ
ど
も
、
山
頂
に
平
地
あ
る
は
、
關
西
に
て
は
、
ひ
と
り
高
野
山
あ
る
の
み
。
關
東
に
て
は
、
ひ
と
り
鹿

野
山
あ
る
の
み
。
品
川
灣
頭
に
出
で
て
見
よ
。
海
の
彼
方
に
見
ゆ
る
山
の
中
に
て
最
も
大
い
に
、
最
も
高
き
が
、

即
ち
鹿
野
山
也
。
直
徑
十
三
里
も
あ
る
べ
し
。
鹿
野
山
上
よ
り
東
京
の
方
を
望
む
に
、
深
川
の
諸
烟
突
よ
り
出

づ
る
數
十
百
條
の
烟
う
す
黒
く
見
ゆ
。
其
中
に
唯
〻
一
つ
一
抹
の
白
烟
の
帝
都
の
空
に
搖
曳
せ
る
あ
り
。
雲
か
、

雲
に
非
ず
。
波
か
、
波
に
非
ず
。
之
を
土
地
の
人
に
問
ふ
に
、
皆
知
ら
ず
。
一
學
生
あ
り
。
曰
く
、
こ
れ
淺
野
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セ
メ
ン
ト
會
社
の
烟
突
よ
り
出
づ
る
石
灰
抹
の
飛
散
せ
る
な
り
。
東
京
に
居
り
て
は
見
え
ざ
れ
ど
、
羽
田
に
ゆ

け
ば
見
ゆ
る
な
り
と
。

　
神
野
寺
を
中
心
と
し
て
、
五
六
十
の
人
家
東
西
に
連
な
り
て
、
小
市
街
を
爲
す
。
東
を
下
町
、
一
に
閼
伽
井

町
と
稱
し
、
西
を
上
町
、
一
に
箕
輪
と
稱
す
。
箕
輪
町
に
四
五
軒
の
旅
館
あ
り
。
眺
望
開
く
。
下
町
は
眺
望
開

け
ず
。
砂
地
に
し
て
、
兩
側
に
茅
屋
竝
ぶ
。
海
邊
の
村
落
か
と
ば
か
り
思
は
れ
て
、
山
上
に
在
る
心
地
は
せ
ざ

る
也
。
神
野
寺
は
聖
徳
太
子
の
草
創
と
稱
す
。
今
眞
言
宗
新
義
派
の
智
山
派
に
屬
す
。
上
總
第
一
の
大
伽
藍
也
。

十
間
四
方
の
本
堂
、
仁
王
門
を
ひ
か
へ
、
觀
音
堂
を
ひ
か
へ
、
一
切
經
藏
を
ひ
か
へ
、
鐘
樓
を
ひ
か
へ
て
、
老

杉
の
森
の
中
に
、
燦
然
と
し
て
光
る
。
左
甚
五
郎
の
作
と
稱
す
る
門
を
入
れ
ば
、
客
殿
宏
壯
に
し
て
、
青
苔
地

に
滿
つ
。
客
殿
の
後
ろ
に
方
丈
あ
り
。
築
山
を
ひ
か
へ
老
杉
に
圍
ま
れ
て
、
瀟
洒
に
し
て
間
寂
、
別
天
地
中
の

別
天
地
也
。
寺
の
執
事
楠
純
隆
氏
、
文
を
善
く
す
。
余
を
遇
す
る
こ
と
厚
し
。
わ
れ
方
丈
に
起
臥
し
て
日
を
經

る
ま
ゝ
に
、
末
の
子
の
四
郎
の
五
歳
に
な
れ
る
が
、
余
を
慕
ひ
て
、
母
と
共
に
山
に
登
り
來
た
る
。
大
正
の
石

童
丸
は
、
母
と
共
に
父
に
逢
へ
る
な
り
と
一
笑
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
演
説
會

鹿
野
山
小
學
校
の
校
長
鴇
田
鹿
鳴
に
要
せ
ら
れ
て
、
校
舍
に
演
説
す
。
そ
の
晩
、
共
に
大
塚
屋
の
樓
上
に
飮
む
。

わ
れ
一
絶
を
作
つ
て
曰
く
、

5



天
風
一
陣
氣
如
秋
。
人
在
峯
頭
百
尺
樓
。
笑
把
巨
杯
澆
磊
塊
。
酒
香
吹
散
十
三
州
。

鹿
鳴
次
韻
し
て
曰
く
、

占
得
人
間
以
外
秋
。
胸
襟
披
盡
醉
高
樓
。
風
流
今
夜
凌
千
古
。
笑
見
十
三
州
又
州
。

　
鹿
野
山
の
東
北
麓
な
る
小
絲
村
の
青
年
會
よ
り
請
は
れ
て
、
往
い
て
演
説
す
。
戯
れ
に
俗
謠
を
作
つ
て
曰
く
、

　
　
小
絲
言
は
れ
て
斷
ら
れ
う
か

　
　
　
　
儂
の
思
ひ
も
鹿
野
山

　
鎌
田
善
一
郎
、
松
崎
長
治
の
二
氏
來
り
請
ひ
、
當
日
は
二
氏
の
外
、
副
會
長
の
石
川
光
次
氏
も
來
り
迎
へ
、

翌
日
は
會
長
谷
中
國
樹
氏
、
石
川
光
次
氏
、
久
保
十
三
郎
氏
來
り
謝
す
。
會
長
は
小
絲
村
の
字
大
井
戸
に
し
て
、

歡
迎
會
を
開
き
し
は
、
字
福
岡
な
り
け
れ
ば
、
狂
歌
を
作
つ
て
曰
く
、

　
　
聽
衆
が
思
つ
た
よ
り
も
大
井
戸
に

　
　
　
　
調
子
に
乘
つ
て
法
螺
を
福
岡

　
飯
野
村
の
青
年
會
員
六
十
餘
名
、
會
長
鈴
木
正
作
氏
に
率
ゐ
ら
れ
て
登
山
し
、
演
説
を
請
ふ
。
里
程
は
四
里

内
外
、
そ
の
熱
心
喜
ぶ
べ
し
。
神
野
寺
の
客
殿
に
て
演
説
す
。
狂
歌
を
作
つ
て
曰
く
、

　
　
辯
舌
が
飯
野
惡
い
の
言
は
れ
て
も

　
　
　
　
僕
は
諸
君
の
來
る
を
大
町

　
湊
町
の
石
井
滿
氏
來
り
て
、
湊
町
小
學
校
校
友
會
に
演
説
せ
よ
と
請
ふ
ま
ゝ
に
、
妻
子
を
つ
れ
て
ゆ
く
。
途

中
、
鬼
涙
山
の
山
腹
に
櫻
井
と
い
ふ
山
村
あ
り
。
下
り
果
つ
れ
ば
、
湊
川
溶
々
と
し
て
流
る
。
櫻
井
と
湊
川
と
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相
接
せ
る
に
、
處
は
變
れ
ど
、
誰
か
當
年
の
楠
公
父
子
を
懷
ひ
起
さ
ざ
る
を
得
む
や
。

　
　
櫻
井
の
村
を
過
ぐ
れ
ば
湊
川

　
　
　
　
正
成
お
も
ふ
津
の
國
な
ら
ね
ど

　
石
井
氏
に
迎
へ
ら
れ
て
、
其
家
に
午
食
す
。
石
井
氏
曰
く
、
時
な
ほ
早
し
。
理
髮
店
、
直
ぐ
前
に
在
り
。
理

髮
せ
ら
れ
ず
や
と
。
鹿
野
山
上
、
理
髮
店
な
き
ま
ゝ
に
、
わ
れ
理
髮
せ
ざ
る
こ
と
久
し
。
石
井
氏
は
見
か
ね
し

な
る
べ
し
。
さ
ら
ば
と
て
行
く
。
店
頭
の
時
計
、
一
時
間
も
進
め
り
。
あ
ま
り
に
進
み
過
ぎ
て
居
る
に
非
ず
や

と
云
へ
ば
、
然
り
、
わ
ざ
と
進
め
た
る
な
り
。
今
日
は
早
く
店
を
休
み
て
、
御
演
説
を
拜
聽
せ
む
と
す
。
仕
事

は
今
日
に
限
り
た
る
に
非
ず
。
先
生
の
御
演
説
は
、
今
日
を
除
き
て
、
ま
た
拜
聽
す
る
の
時
あ
ら
む
や
と
い
ふ
。

口
先
ば
か
り
の
お
世
辭
で
は
無
き
や
う
也
。
石
井
氏
の
老
大
人
、
一
代
に
て
身
上
を
起
し
、
鉅
萬
の
財
を
積
み

け
る
が
、
慈
善
心
に
富
み
て
、
能
く
散
じ
、
村
人
之
を
仰
ぐ
こ
と
神
の
如
し
な
ど
物
語
る
に
、
わ
れ
圖
ら
ず
も
、

石
井
氏
の
由
來
を
知
り
、
い
と
ゞ
感
激
に
堪
へ
ざ
り
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
山
中
の
一
軒
家

こ
の
夜
、
石
井
氏
の
家
に
宿
し
、
翌
日
佐
貫
を
經
て
歸
ら
む
と
す
れ
ば
、
石
井
滿
氏
、
小
學
校
長
谷
中
市
太
郎

氏
と
共
に
送
り
來
り
て
、
湊
河
口
の
濱
邊
に
逍
遙
し
、
終
に
旗
亭
に
淺
酌
し
て
相
別
る
。
佐
貫
に
て
自
動
車
を

下
り
て
徒
歩
す
。
暑
さ
甚
だ
し
。
四
郎
お
く
れ
が
ち
に
て
、
ぐ
ず
〳
〵
い
ふ
。
背
に
負
へ
ば
忽
ち
元
氣
に
な
る
。
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昨
夜
の
歡
迎
會
に
、
五
分
演
説
を
爲
し
た
る
者
も
あ
り
、
土
地
の
俗
謠
を
歌
ひ
た
る
も
の
も
あ
り
。
そ
の
俗
謠

を
思
ひ
出
し
て
、

鬼
涙
山
か
ら
飛
ん
で
來
た
烏

と
云
へ
ば
、
背
中
の
上
に
て
、
『
鬼
涙
山
か
ら
飛
ん
で
來
た
烏
』
、

錢
の
な
い
の
に
か
は
う
〳
〵
と

『
錢
の
な
い
の
に
か
は
う
〳
〵
と
』
と
和
す
。
こ
の
俗
謠
の
調
子
を
も
じ
く
り
て
、

湊
町
か
ら
上
つ
て
來
る
四
郎

背
中
の
上
に
て
、
同
じ
く
、
『
湊
町
か
ら
上
つ
て
來
る
四
郎
』
、

足
の
あ
る
の
に
お
ん
ぶ
／
″
＼

と
云
へ
ば
、
イ
ヤ
〳
〵
と
て
、
身
體
を
ゆ
す
り
て
泣
聲
を
出
す
。
そ
ん
な
ら
歩
け
と
て
、
背
中
よ
り
お
ろ
す
。

又
ぐ
づ
つ
く
。
又
負
ふ
。
『
鬼
涙
山
か
ら
』
を
歌
ひ
、
順
次
、
『
足
の
あ
る
の
に
』
に
至
り
て
、
ま
た
お
ろ
す
。

寶
龍
寺
の
部
落
を
離
る
れ
ば
、
山
と
山
と
相
迫
り
て
、
唯
〻
一
條
の
血
染
川
と
細
逕
と
を
餘
す
の
み
な
り
。
一

軒
の
茅
屋
あ
り
、
短
籬
の
外
、
溪
水
ち
よ
ろ
〳
〵
流
る
。
紫
な
る
紫
陽
花
、
紅
な
る
華
魁
草
、
水
邊
に
相
映
發

し
て
、
い
と
風
趣
あ
る
に
、
水
に
汗
を
洗
ひ
、
花
に
對
し
て
休
息
す
。
腰
の
ま
が
り
か
け
た
る
一
老
人
下
り
來

り
、
お
茶
で
も
飮
ん
で
行
か
れ
よ
と
い
ふ
は
、
こ
の
家
の
主
人
と
見
え
た
り
。
年
を
問
へ
ば
、
七
十
二
歳
な
り

と
い
ふ
。
山
中
の
一
軒
家
、
さ
ぞ
寂
し
か
ら
む
と
云
へ
ば
、
こ
の
春
、
妻
死
し
て
、
今
は
獨
棲
の
身
、
雨
の
降

る
夜
な
ど
は
、
寂
し
さ
に
堪
へ
ざ
る
こ
と
あ
り
。
も
と
こ
の
山
に
牛
を
放
養
せ
し
時
、
番
人
に
雇
は
れ
て
來
り
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住
み
た
る
も
の
な
る
が
、
牧
牛
の
事
は
止
ま
り
た
れ
ど
、
ひ
ま
〳
〵
に
開
き
し
畑
、
一
人
食
ふ
に
は
餘
り
あ
り
。

息
子
ど
も
頻
り
に
家
に
歸
れ
と
い
ひ
越
せ
ど
、
畑
が
惜
し
さ
に
、
寂
し
さ
を
怺
へ
て
、
住
み
居
る
な
り
。
あ
れ

見
ら
れ
よ
、
あ
の
水
楊
は
、
始
め
て
こ
ゝ
に
來
り
し
時
、
杖
に
せ
る
も
の
を
さ
し
た
る
が
、
あ
の
通
り
に
生
長

せ
り
と
て
、
指
ざ
す
方
を
見
れ
ば
、
ほ
ゞ
一
抱
へ
も
あ
り
て
、
青
々
と
し
て
屋
を
蔽
へ
り
。
狹
長
な
る
畑
、
山

崖
と
溪
流
と
の
間
に
あ
り
。
こ
の
山
の
一
木
一
草
、
す
べ
て
こ
の
翁
の
一
代
記
を
語
る
と
ば
か
り
思
は
れ
て
、

ゆ
か
し
く
も
あ
り
、
あ
は
れ
に
も
あ
り
。
老
人
は
話
相
手
ほ
し
き
顏
付
な
れ
ど
、
日
暮
れ
ぬ
程
に
と
て
、
又
上

り
ゆ
く
。
二
里
の
路
に
、
五
時
間
も
か
か
り
け
る
が
、
山
上
近
く
な
れ
ば
、
四
郎
俄
に
元
氣
に
な
り
、
待
て
〳

〵
と
い
ふ
を
も
聽
か
ず
、
兩
親
よ
り
二
三
町
も
先
き
に
な
り
て
宿
に
つ
き
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
九
十
九
谷

神
野
寺
よ
り
東
す
れ
ば
、
六
町
に
し
て
九
十
九
谷
に
至
り
、
西
す
れ
ば
、
十
二
町
に
し
て
鳥
居
崎
に
至
る
。
神

野
寺
に
詣
で
、
九
十
九
谷
と
鳥
居
崎
と
に
行
け
ば
、
鹿
野
山
の
遊
覽
は
、
一
と
通
り
終
れ
り
と
云
ふ
べ
し
。
九

十
九
谷
は
公
園
と
な
り
て
、
芝
生
ひ
ろ
し
。
掛
茶
屋
あ
り
。
仰
げ
ば
、
石
磴
三
百
級
、
岌
々
と
し
て
天
に
朝
す
。

其
上
に
白
鳥
神
社
を
安
置
す
。
こ
の
祠
、
日
本
武
尊
を
祀
る
。
鹿
野
山
は
日
本
武
尊
が
兇
賊
を
討
滅
し
給
ひ
た

る
故
跡
な
り
と
云
ひ
傳
ふ
。
祠
に
詣
づ
る
者
、
誰
か
思
ひ
を
二
千
年
の
昔
に
馳
せ
ざ
る
を
得
む
や
。
鳥
居
を
後

に
し
、
芝
生
の
中
を
數
十
間
も
行
け
ば
、
懸
崖
忽
ち
直
下
す
。
鹿
野
山
は
、
ど
の
方
面
も
傾
斜
緩
漫
な
る
が
、
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こ
ゝ
の
み
は
峭
壁
と
な
る
。
さ
れ
ど
、
巖
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
草
を
さ
へ
帶
び
た
れ
ば
、
物
凄
き
感
は
起
ら
ず
。

小
絲
川
の
流
域
は
近
く
露
れ
、
小
櫃
川
の
流
域
は
、
山
の
彼
方
に
あ
り
。
立
ち
昇
る
朝
霧
に
、
そ
れ
と
知
ら
る
。

眼
界
は
百
八
十
度
に
ひ
ろ
ま
り
、
六
七
里
の
外
に
達
す
。
千
山
奇
を
爭
ひ
、
萬
壑
怪
を
競
ふ
。
近
く
尖
り
立
て

る
は
高
宕
山
な
り
。
天
邊
に
桃
の
割
れ
た
る
が
如
き
は
大
福
山
な
り
。
清
澄
山
は
烏
帽
子
の
如
く
、
富
山
は
二

峯
に
分
れ
、
一
峯
は
草
、
一
峯
は
樹
林
を
帶
び
て
、
恰
も
獅
子
の
臥
す
る
が
如
し
。
處
々
に
村
落
あ
り
、
田
あ

り
、
畑
あ
り
。
初
夏
の
頃
は
躑
躅
の
觀
、
美
を
極
む
と
聞
く
。
一
種
パ
ノ
ラ
マ
的
風
景
と
し
て
、
天
下
に
そ
の

類
ひ
稀
な
る
が
、
わ
れ
此
處
に
日
の
出
を
見
て
、
其
美
觀
に
驚
き
ぬ
。
月
の
出
を
見
て
、
又
其
美
觀
に
驚
き
ぬ
。

秋
に
な
れ
ば
、
朝
霧
一
面
に
大
海
を
現
出
し
、
數
百
の
峯
尖
、
島
嶼
と
な
り
て
浮
ぶ
の
奇
觀
を
呈
す
と
か
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
鳥
居
崎

鳥
居
崎
に
も
、
老
杉
の
下
に
掛
茶
店
あ
り
。
九
十
九
谷
に
て
は
見
え
ざ
り
し
鋸
山
、
こ
ゝ
に
來
れ
ば
、
近
く
屹

立
せ
る
を
見
る
。
東
京
灣
脚
底
に
展
開
し
、
相
模
灘
遠
く
天
に
接
す
。
富
津
の
三
砲
臺
は
、
恰
も
巨
船
の
如
し
。

富
士
を
盟
主
と
し
て
、
十
三
州
の
名
山
、
悉
く
寸
眸
に
收
ま
る
。
安
房
、
上
總
、
下
總
、
相
模
、
武
藏
、
上
野
、

下
野
、
常
陸
が
所
謂
關
八
州
也
。
天
城
山
に
て
伊
豆
を
見
、
富
士
山
に
て
駿
河
甲
斐
を
見
、
淺
間
山
に
て
信
濃

を
見
、
三
國
山
に
て
越
後
を
見
る
。
眼
界
の
及
ぶ
所
都
合
十
三
州
也
。
横
須
賀
は
近
く
瓦
鱗
に
あ
ら
は
れ
、
東

京
は
遠
く
烟
突
の
煙
に
あ
ら
は
る
。
白
帆
坐
し
、
汽
船
走
る
。
伊
豆
の
大
島
は
、
海
上
に
長
鯨
の
如
く
横
は
る
。
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斜
陽
、
夏
は
富
士
の
右
に
入
り
、
冬
は
富
士
の
左
に
入
る
。
九
十
九
谷
を
奇
觀
と
す
れ
ば
、
鳥
居
崎
は
壯
觀
也
。

九
十
九
谷
と
鳥
居
崎
と
を
并
せ
得
て
、
鹿
野
山
の
眺
望
は
天
下
の
絶
景
也
。
上
町
に
於
け
る
旅
館
の
眺
望
も
、

鳥
居
崎
に
彷
彿
た
る
も
の
あ
り
。
世
に
眺
望
の
佳
な
る
山
は
少
な
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
多
く
は
足
を
停
む
べ
き
設

備
な
し
。
適
〻
之
あ
る
も
、
掛
茶
屋
ぐ
ら
ゐ
の
も
の
也
。
旅
館
の
樓
上
、
杯
を
含
ん
で
十
三
州
を
見
渡
す
の
快

觀
は
、
鹿
野
山
の
外
、
幾
ん
ど
其
類
を
見
ざ
る
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
神
木
の
烏

鹿
野
山
は
砂
の
山
也
。
ど
の
方
面
を
上
下
し
て
も
、
一
巖
を
も
見
る
能
は
ず
。
大
瀧
を
見
に
行
き
し
に
、
高
さ

三
四
丈
も
あ
り
。
懸
崖
峭
立
し
て
幽
邃
な
る
が
、
こ
ゝ
と
て
も
砂
の
巖
也
。
夏
は
山
百
合
一
面
に
咲
き
て
、
山

を
白
了
す
。
千
振






と
稱
す
る
藥
草
も
多
し
。
鹽
手
と
い
ふ
草
、
こ
の
山
と
日
光
山
と
の
み
に
あ
り
て
、
春
は
そ

の
芽
を
食
ふ
べ
し
と
聞
く
。
氣
候
は
東
京
に
比
す
れ
ば
、
十
度
以
上
の
差
あ
る
べ
し
。
神
野
寺
の
老
杉
、
雲
を

呼
び
て
、
夏
あ
る
を
知
ら
ず
。
八
月
最
中
、
鶯
は
時
鳥
と
相
和
し
て
啼
く
。
神
野
寺
の
神
木
に
棲
め
る
烏
、
そ

の
幾
百
羽
な
る
を
知
ら
ず
。
聞
く
、
烏
は
百
五
十
歳
の
壽
を
保
つ
と
。
一
群
の
中
に
は
數
十
代
の
遠
祖
も
あ
れ

ば
、
數
十
代
の
遠
孫
も
あ
る
べ
し
。
朝
は
四
方
へ
飛
び
去
り
、
夕
べ
は
四
方
よ
り
集
ま
り
來
た
る
。
寺
に
て
は

日
に
唯
〻
一
度
、
入
相
の
鐘
を
撞
く
。
烏
の
歸
り
來
る
は
、
恰
も
其
鐘
の
鳴
る
頃
也
。
鹿
野
山
上
の
一
觀
た
ら

ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
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ゆ
ふ
べ
〳
〵
歸
る
烏
に
こ
と
問
は
む

　
　
　
　
下
界
に
か
は
る
事
は
な
し
や
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
二
年
）
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文
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全
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刊
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　1922
（
大
正11

）
年7
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日
発
行

入
力
：
Ｈ.

Ｙ
Ａ
Ｍ

校
正
：
門
田
裕
志
、
小
林
繁
雄

2008

年11

月28

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
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イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w
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）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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